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 肝外転移部位は、肺13例、骨11例、リンパ節7例、その他13例であった。背景因子、術前肝機能、術式に関し
て3群間に有意差は認められなかった。病理学的所見では、C群において低分化型肝癌が14％と有意に少なかっ
たが、その他の因子に有意差は認められなかった。CD44v3の免疫組織化学染色ではA群20/31例（65％）、B群8/46
例（17％）、C群1/14例（7％）が陽性であり、B群、C群に比べ、A群にCD44v3発現例が有意に多く認められた（P
＜0.01）。 
 以上の結果から、CD44v3発現は他臓器転移予測に有用なパラメーターであることが示唆され、CD44v3を発現
している肝癌は他臓器転移を高率にきたす可能性があり、他臓器転移の存在を念頭においた経過観察が必要で
あると考えられた。 
 本研究は、肝癌の他臓器転移予測にCD44v3の発現が有用なパラメーターであることを示したもので、肝細胞
癌の他臓器転移予測や治療後予後推測に寄与する点が大きいと考えられる。よって本研究者は博士（医学）の
学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
